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はじめに 

プロセス・エンジニア、プラント・エンジニア、技術者、電気技師など、今日のさまざまな職業で、産業用イーサ

ネット (IE) を含む幅広い分野の専門知識が必要とされています。すべての人が、この常に変化するネットワーク

技術に精通しているわけではないため、いずれは問題が発生します。ここでは、産業用イーサネットで直面する

可能性のある大きな問題を 10 通り挙げます。 

工場の稼働停止につながる前に、問題を発見して解決 (できれば、問題を回避) してください。 

 

1. オフィス向け仕様のコネクター、ケーブル、ネットワーク機器を使用している。 

一般使用者向けのオフィス・グレードの機器の多くは、産業用イーサネットでも機能しますが、いずれは問題が

発生します。非産業用機器は、工場環境の振動、湿気、電気的干渉、薬品などに対応していません。賢い人は

このことを認識していますが、稼働を再開させるために一時しのぎ的に処置し、最適な機器を使用していません。

この一時しのぎ的な処置はそのままにされることが多いため、産業用イーサネットでは非産業用機器を使用しない

ことが推奨されます。 

 

2. 不適切なケーブル配線。 

最も過酷な MICE (機械、侵入、天候、電磁気) 環境のすべてに対応するケーブルを使っている場合でも、

配線は慎重に行わなければなりません。ほとんどの場合、ケーブル性能には、性能上の限界があります。

こういった性能限界を考慮して、配線する必要があります。電磁干渉源がすぐ近くにあるかどうか、温度が極端に

上昇したり、強力な薬品または水にされされる可能性があるどうか、などを確認する必要があります。最悪の場合、

これを怠たると、ケーブルは状況が変化して故障が発生するまで正常に機能するため、問題解決が非常に厄介に

なります。 

 

3. ケーブル配線にラベル付けをしていない。 

工場には、配管と電線管のラベル付けに関する要件と規格が

あります。ケーブル配線も同様です (TIA 606-B を参照)。

ケーブル配線のラベル付けは、安全性のためでなく、時間と

面倒な作業を軽減するために行われます。ケーブル配線を

正確に把握することで、トラブルシューティングとアップグレードの

時間を大幅に短縮できます。 

 

4. 新しく敷設する前に、ケーブルをテストしていない。 

ケーブルを検証することで、新しいシステムを素早く導入/稼働させることができます。ケーブルの確認は数秒で

できますが、不適切に成端処理されたコネクターや長過ぎるケーブルなどの問題をトラブルシューティングする

のには数時間を要し、責任転嫁やプロジェクトの遅れにつながります。 
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5. すべてのケーブル配線パラメーターをテストしていない。 

上記 4 で説明したように、基本的なケーブル・テストを行うことで、ケーブルが適切に配線されていることを確認

できますが、その性能を確かめることはできません。高度なテスターは、クロストーク (ケーブルのスループットに

影響します)、抵抗とリターン・ロス (振動や湿気の影響を受けやすいコネクターを示します)、横方向変換損 

(電磁干渉の影響を受けやすいことを示します) など、多くのパラメーターを測定します。これらのパラメーターの

性能基準を満たしていれば、ケーブル配線は、システム立ち上げ時だけでなく、将来も確実に機能します。 

 

6. 「デジタル延長コード」を使用している。 

ケーブルが正常に機能していない場合、一時しのぎ的な処置として、リンクに設置された設定変更と管理が

できないアンマネージド・スイッチに接続して、そこから端末機器にケーブルを配線することがよくあります。この

方法で問題が解決されることもありますが、ここが新たな障害点となり、オフィス・グレードまたは消費者向けの

機器を使っている場合は特に問題になります。さらには、このように接続した機器を管理することはできません。

実際、ネットワーク管理者や問題をトラブルシューティングする技術者は、機器を認識できません。 

 

7. リンク LED を信用している。 

ケーブルを機器に接続し、リンク LED が点灯した場合でも、通信リンクが正常に機能しているとは限りません。

まったく機能していないことさえあります。通常、リンク LED は、通信が安定していても、ほとんど機能していなく

ても点灯するため、これによってエラーを確認することは不可能です。経験を積んだネットワーク技術者は、

リンクがまったく機能していない場合や、さらには接続されていない場合でもライトが点灯することがあることを

知っています。このリンク LED を当てにしないでください。 

 

8. 「すべてを交換」することで、トラブルシューティングしている。 

産業用イーサネット・ネットワークが機能しなくなると、取り外して接続し直したり、別のスイッチ・ポートを試したり、

新しいケーブルを配線したり、コントローラーを交換したり、さまざまな解決策が試されます。残念ながら、この

手当たり次第の方法には問題がいくつかあります。まず、故障していない物を直そうとして、多くの時間が無駄に

なる可能性があります。次に、故障していない機器を交換するため、不要なコストが発生します。最後に、一番

厄介なのは、問題の原因が分からなければ、通信が再び機能し始めても実際に問題を解決できたかどうかを

確かめることができないということです。明日また同じ問題が発生して、1 日中トラブルシューティングに時間を

費やすことになりかねません。 
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9. 産業用イーサネット障害の一番の原因に対応する準備ができていない。 

調査によると、産業用イーサネット障害の一般的な原因はケーブル配線とコネクターにあることが分かって

います。幸いなことに、わずかな投資で、この問題を特定し解決することができます。基本的なケーブル・テスターを

現場で使用することで、ケーブル配線に障害があるかどうかを確認できるだけでなく (ケーブル配線に問題がない

場合は、真の問題に取り組めます)、問題の場所 (通常はコネクター) も特定できます。現場に成端ツールと

交換用コネクターがあれば (予備のケーブルがあればさらに便利です)、不要な購入や専門サービスを回避して、

数時間または数日早く作業を完了できます。 

 

10. 光ファイバーの検査と清掃をしていない。 

産業用イーサネットでは光ファイバーも使用されますが、その光ファイバー障害の最も一般的な原因は

コネクター端面の汚れです。これは汚染物や埃の多い工場環境では特に深刻な問題です。光ファイバー接続は

大量かつ重要なデータを伝送するため、障害によってもたらされる被害は計りしれません。光ファイバーを接続

または再接続する際に検査を行い、必要であれば清掃して再検査をすることで、問題を回避できます。 

 

産業用イーサネットに関するリソースについては、こちらを参照してください。 
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フルーク・ネットワークスについて 

フルーク・ネットワークスは、優れた認証/トラブルシューティング/インストレーション･ツールを提供する世界大手

企業です。当社の製品は、重要なネットワーク・ケーブル配線インフラを設置・保守する技術者を対象にしています。

弊社は、信頼性と比類ない能力において高い評価をいただいております。最先端のデータ・センターの設置から

災害時の電話サービスの復旧作業に至るまで、すべての作業を効率的に行います。 

DSX-8000 CableAnalyzer™ ‒ メタル配線認証手順のステップの時間短縮を加速化します 

DSX-8000 CableAnalyzer は、最も厳しい測定確度要件である TIA の確度レベル 2G に適合する一方、比類の

ないスピードで Cat 8 および Class I/II のメタル認証試験を効率化します。ProjX 管理システムは、作業の確実な

実施を実現し、試験のセットアップからシステムの検収までの作業進捗状況の把握を容易にしてくれます。Versiv 

プラットフォームは、光ファイバー試験 (OLTS と OTDR の両方) もサポートします。このプラットフォームは、将来の

規格改定へのサポートに備え、容易にアップグレードが可能です。近端漏話、反射およびシールド不良を含む不良

原因のグラフィカルな表示を行う Taptive (タップティブ) インターフェースにより不良原因のより素早いトラブル

シューティングができます。また LinkWare PC 管理ソフトウェアを使用し、試験結果の解析と専門的なテスト・

レポートの作成が可能です。 

CertiFiber® Pro ‒ 光ファイバー認証試験プロセスのすべての段階の作業効率を上げ、加速化します 

CertiFiber® Pro は、2 波長、2 本の光ファイバー認証の効率を改善し、試験をわずか 3 秒で実施できます。 

Taptive (タップティブ) インターフェースにより、セットアップの簡素化、間違いの排除、さらにトラブルシューティングの

スピードアップが図れます。基準値設定の自動ガイダンス機能により、確実な基準値設定が可能になり、負の損失

結果発生もなくなります。OptiFiber Pro モジュールと組み合せて、Tier 1 (基本) / Tier 2 (拡張) 試験とレポート作成の

すべてを行えます。便利な 4 波長モジュール によって、シングルモードとマルチモードの両方に対応できるばかり

でなく、マルチモードの EF 適合性能もサポートします。 

OptiFiber® Pro OTDR ‒ データ・センター/企業向け光パルス試験器 

OptiFiber® Pro OTDR は、業界初の企業/データ・センターの課題解決向けに一からデザインされた光パルス試験器

です。シンプルでこれまでにない効率性、さらにキャンパス、データ・センターおよびストレージ・ネットワークのトラブル

シューティングに正に必要な機能群を組み合せたツールで、現場の技術者を、専門知識を備えた光ファイバー専門

技術者に変えてしまいます。すなわち、業界唯一のスマートホン・タイプのユーザー・インターフェースを備えることで

光ファイバー試験を新たな高みに導きました。そして、DataCenter OTDR コンフィギュレーションにより、データ・

センター試験における不確実性やエラーが排除されます。その極めて短いデッドゾーンにより仮想化データ・センター

における光ファイバー・パッチコード試験も可能にします。 

FI-7000 FiberInspector™ Pro - 光ファイバー・コネクター端面を 2 秒で自動合否判定 

FI-7000 FiberInspector™ Pro は、汚れ、へこみ、小片、および傷による問題箇所をグラフィカルに表示します。

業界標準規格の IEC 61300-3-35 に基づき判定できるため、端面検査における主観的な判断を削除することが

できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

フルーク・ネットワークス 
株式会社 TFF フルーク社 

 

〒105-0012 

東京都港区港南 2-15-2 品川インターシティ B 棟 6F 

TEL 03-6714-3117     FAX 03-6714-3118 

Web サイト: https://jp.flukenetworks.com 

©2019 Fluke Networks Inc. All rights reserved. 

Printed in Japan 07/2019 

Versiv 製品選択ガイド

 

選択ガイドへのリンク 

https://jp.flukenetworks.com/datacom-cabling/Versiv/dsx-cableanalyzer-series
https://jp.flukenetworks.com/datacom-cabling/Versiv/CertiFiberPro
https://jp.flukenetworks.com/datacom-cabling/fiber-testing/optifiber-pro-otdr
https://jp.flukenetworks.com/datacom-cabling/Versiv/FI-7000
https://jp.flukenetworks.com/content/versiv-kit-configurator_jp

